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鮮魚移動販売の実態分析
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1.

商として知られている｡最近の移動販売は戦前か

はじめに

移動販売とは文字どおり､移動しながら販売す

る無店舗販売の一手法であり､古 くはいわゆる行

らの野菜 ･鮮魚 ･豆腐に限らず､その対象も多様

化している一一｡現在､鮮魚は主にスーパーマーケ

ットなどで購入され､移動販売は少ないが､少な

くなりながらも､なお現実に行われている｡

通常の固定店舗 と移動販売の最大の相違点は､

固定資本投下額､とりわけ初期投資であろう.店

舗を借入するとすれば､権利金 ･保証金､改装費

用､設備費など開業資金 として､小規模で も 

のサイクルスケジュールを立て､同一場所 ･同一

時間の開店 .販売を心がける｡一日の営業動線を

描き､｢定時販売｣を旨とする｡機械ロスをなく

し固定客をつくることが大切である｡この反面､

場所への移動に時間がかかり､販売準備の時間的

ロスが生じる｡場所の開拓 ･定着 ･確保が容易で

はなく､時間とエネルギーを要する｡

周知のように毘販店の展開により､鮮魚専門小

売商の縮小 ･後退が著しく､そのためか､鼓販店

への出店という視角から鮮魚小売商か対象とされ

ることはあるが2'､小売商それ自身の営業活動 .

内容を検討した分析は､管見のかぎり近年ほとん

0010. 万円前後を零するといわれる｡一方移動販 ど見当たらない｡本論は ｢移動販売｣という特殊

00売では､設備にもよるが軽自動車ベースなら2 な業態の役割 ･意義を浮かびあがらせるととも

00万円くらいから､2トン草クラスで6 万円程度

からスター トでき､また即日営業できる｡また 1

人で運営することが多く､一般に人件費が安上が

りにすむ｡

移動販売では機動力を活かし､｢攻めの販売｣

が可能であり､商圏の拡大が容易である｡ 1週間 

に､それにととまらず､これを通じて一般の鮮魚

専門小売商の実態分析に接近したい｡

販売側からだけではなく､利用者がそれをどのよ

うに受けとめているかをアンケー ト調査から検討

することにより前者を､販売成績を全国的な調査

データと突きあわせることにより後者を､究明す
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るC 人で営業する｡40才代後半､鮮魚移動販売に25

小論は京都府北部 ･大阪東部 ･奈良北部を商圏 年の経験をもつ｡これまでに固定店舗をもつこと

として11箇所で移動販売を行っているA業者に密 を考えたこともある｡朝7時から9時にかけて大阪

着 し､仕入れ ･販売などの営業行動を調査した｡ 市中央卸売市場 (北部市場)で仕入れ､10時から 

あらかじめ本論の構成を説明すると､2では利用 3つの固定したルー トで販売する (蓑1､回1-3).

者が鮮魚移動販売をどのように位匠づけ評価 して 朝5時半間に自宅を出て､午後8時 くらいに帰宅す

いるか､来客者のアンケー ト調査により検討する｡ るというC調理加工は事前に行ない､移動販売店

手押 し車 .乳母車等3-にかわる自動車は機動力に 舗では制度上できないがr･'､実際には簡単な調理

富み､移動販売は固有の社会的意義 ･役割を担っ を行っている｡

ている｡業務内容を分析する前提として､まずそ ルー トⅠは月 ･木曜日に,京田辺市尼が池で終

れを説明しておきたい｡ 日販売し､滞在型 といえる｡ルー トⅡは火 ･金曜

本論文は2003年 10月7日 (火)から10月9日 日に､生駒市真弓台に15時頃まで長時間滞在 し､

(木)にかけて､1週間の中間日を選びA業者 と3 その後移動 し3箇所で 19時頃まで販売する｡真弓

ルー トの各々について全行程をともにし､その実 台は半滞在型､3箇所は移動型 と区分できる｡ル

態調査から得られたデータに基づ く暮'｡3は魚種 . ー ト皿は水 .土曜日に6箇所を終 日移動 し販売す

売上金額 ･粗利益等をA業者の ｢売上記録｣(顔 る"｡これは完全な移動型である｡ 日曜 日 ･祝祭

考 2を参照)から分析し､鮮魚販売の具体的内容 日は卸売市場が休日なので営業しない｡

を追跡 した｡2が鮮魚移動販売 としての特徴を示 各々につき簡単に説明すると尼ヶ他は畑のはし

すのに対し､3は移動販売 とはいえより一般的に､ を週2回､有料で借 りる｡このあたりは坂がきつ

鮮魚専門小売商 としての営業活動を色漉 く表現し く､実際の距離以上に遠い印象を受ける｡自転車

ていると見なせよう｡4は両者を主に後者の視点 や徒歩の客には大変便利であり､手伝ってくれる

からまとめ､結びにあてたい｡ 客が多いO他方､ルー トIlの真弓台は住人が比較

的若 く､卓での買い物が多い｡以前は空き地を無

2.利用者の評価 料で借 りていたが､そこに家が建った｡自動車を

A業者の業態を説明すると､移動販売の店舗 と 止める場所の前の家の人が手伝って くれる｡約 1

して､貯水タンク､シ ョ-ケース (冷蔵機能はな 時間かけて田辺団地に移動し､タバコ星の前で販

く､氷を駒入)などを装備 した2トン トラ､ソク 売する｡店主が常連客である｡江守石畳は駐車場

(耐用年数 10年前後､現在3台目)を用い､店主 1 を無料で借 り､最後の枚方 (氷室)でも床屋の駐

表1 販売場所の状況

場所 区分 駐車 (販売)スペース 近隣商業施設 時間

ルートⅠ京田辺市尼ケ池 住宅地 借地., 月 00 先にアルプラ 1:-8006000円/ 8m ザ京田辺店 0001:

田辺団池 住宅地 借地一無料 500m先にサンフレッシュ 16:00-16:30

汀守石屋 住宅地 駐車場.無料 300m先にアルプラザ京田辺店 16:30-17:00

ルートⅢ′′′′′′ 莫弓台枚方 (氷室) 住宅地住宅地 路 上駐車場.無料 500m先に近商ハ-ベス1,500m先にアルプラザ津田店 10:α)-15:0017:3ひ19:(氾

枚方2 住宅地 路 上 100m先に河富食肉流通センタ-

枚方3 住宅地 路 上 500m先に河富食肉流通センター

居酒屋 住宅.田圃 駐車場.無料 200m先にイケヤ

田辺工場前 住宅一田園 駐車場.無料 200m先にイケヤ

ルート′′′′ 皿 枚方 住宅地 路 上 00 先に河富食肉流通センタ 1110:::---833ノンノ′′′ 3m ー 4300000 46:::7 1110000

注1) 図1-3を参照
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図 1 販売 ルー トⅠの営業時間 と移動

図2 販売ルー トⅡの営業時間と移動 
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図3 販売ルー トⅢの営業時間と移動

市場で販売するOルー トⅢは榔在型を含まず､完

全な移動販売である｡枚方は 6時間かけ 3ヶ所を動

き､いずれも路上､枚方 2では販売場所の前の家

が常連客であり､他の客を呼んでくれる｡居酒屋

は仕入れにも使われ､田辺工場前と同じく駐車場

を借りる｡家具E fl地は路上である｡

以上､移動販売の状況を垣間見たが､そこでは

顕客とのコミュニケーションがとりわけ重要であ

り､常連客の口コミが大きな役割を果たしている

ことがうかがえよう｡それでは来客者は鮮魚移動

販売をどのように評価しているのであろうか｡A

業者の主要販売場所である京田辺尼ケ池の来客者 

34人を対敦として､7ソケー ト調査を実施した 

(アンケー ト項目は参考 1を参照)｡販売車までの

時間が､1分以内 -2人､5分以内 -15人､l o牙

以内 -9人､1 0分以上もしくは車 -10人に分布し､

大多数が至近距離の居住者である (Q2)｡来店の

理由 ･動機 (Q3)､などを検討しよう｡

まず ｢この魚屋で食べる魚の丑のどれくらいを

買 いますか ?｣ ( Ql)という'即 耶こ対して､｢ほ

ば全て｣が 18人､半数を上回る｡5割以上では､ 

34人中 30人に達する.全般に A共著に対する依

存度が高く､常連客が多いという傾向が判明する｡ 

A業者から購入する理由を検討しよう (図4)｡

当てはまるものを ｢5｣､当てはまらないものを

｢1｣とする 5段階評価において､｢ 5｣とする利用

者人数が､多い順に､美味 ･鮮度 (30)､加工 

(27)､安価 (26)､なじみ (26)､近い (25)､

サービス (20)､品揃え (9)と並ぶ｡各評価項

目のうち､品揃え以外は ｢5｣と評価している者

が大多数を占め､利用者からきわめて高く評価さ

れていることがわかる｡すなわちおいしい商品を

安 くて近場で､信用のあるなじみの店から手に入

れられ､非常に利用価値があると評価されている｡

このなかでサービスの評価が比較的低いのは､ 1

人営業のため桝人に時F 'gllLがかかるからである.

唯-･評価の低い品揃えについて述べれば､移動

販売串ではスペースが小さく､例えばスーパーア

イテムとくらべ､品目が少ないことはやむをえな

いと思われる｡また全体の販売品が小さく､回転
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図4 来客者の鮮魚移動販売の評価

率をあげ廃棄物を少なくするために､仕入れをど

うしても少な目にする必撃がある｡30種をこす水

産物に野菜 ･果物まで取 りそろえ努力している

が､品揃えに問題が残るのはいたし方ないと言う

べきであろう｡

図5に全ルー トの利用者の年齢と移動店舗まで

の交通手段をまとめたO調査期間の総利用者200

名のうち60才以上の女性が過半をしめ､そのうち 

9割が徒歩で買物にくる｡もっとも冥弓台は､60

才以 Lの女性の比率が40人中 11人にととまる｡ 

50才前後の女性が続き､全般に車は少ない｡A業

者の販売場所の多くが住宅街にあり､販売ポイン

トの近燐に住む高齢者が主な対象である｡遠 くま

で買物に出かけることのできない利用者にとっ

て､住宅近辺にまで販売にくる移動店舗は地理的

に大きな利点を与え､かつ内容的に､対面販売に

なれ親しんだ世代である高齢者から高い評価を得

ているのである｡ 
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3.販売分析 

A業者では水産物を中心に野菜や果物も扱い､


常時60機構程度の商品を品揃えしているO調査期


間中 (3日間)の品日数 (アイテム数)を示すと､


水産物 -34 (43)-揚げ物を除 く-､果物 -8


日日､野菜 -10 (10)､その他 -6 (6)である｡


商品売上構成をみると (図6)､魚粉が8割弱､I


割が果物､野菜の品揃えも相当あるが､魚頬と比


べ価格が安いため､売上衝にしめる割合は小さい｡


しかし鮮魚と抱き合わせた青果物販売は､利用額

に対する品揃えの強化 ･利便の供与という点で騒

客を確保する重要な手段 とな一つている｡｢売上記

録｣(参考2)は品R (アイテム)ごとの諸元を娘

計 ･牲理した､鮮魚専門小帯商の販売内容を具体

的に示すFL'Lt重なデ-クであるoA認者はすべてを

0% 20% 40% 60%
 

売 りきり､売れ残りはなくすという｡

さて水産物の品目別内訳 (図7)は､マグロ ･

サケ規 ･エビ頬 ･タイで売上の41toy､この 4機を

レギュラ-商品としつつ､ホクテなどの旬の讃材､

明太子 ･塩千などの加工品あるいは惣菜としての

揚げ物にいたるまで幅広い品揃えを行う｡衷2に

販売金額順に上位20アイテムを ｢売上帳｣から躯

汁 .整理した｡多種類の揚げ物は委託販売であり､

粗利を計上しない｡上述の4魚種を中心に､商品

ア イテムに立ち入って､販売金傾 (表2) ･粗利

総領 (表3)･粗利率 (衷4)を手がかりに商品分

析を試みよう｡表2･3の上位20ア イテムの合計

は販売領 -297,640円､税別総領 -87.081円､

全成跳 ( <62J' 9,tfこ及ぶ｡後掲表8)の各'6 .f(､6 5JH

●●-● { 水産物 (揚げ物を除く)

』 果物

□ 野菜

□ その他 (揚げ物を含む) 

80% 100%


図6 売上比率
出所 :A業者の ｢売上記録｣(参考2)による｡以下､表も含め断りのない限り同様

図7 水産物の販売比率 (品目別)
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表2 販売金額 (上位20アイテム)

アイテム 金 額 (円 ) 価 格 (円 ) 

1 マグロ (100g) 52,470 450 
2 サケ (1億) 30,780 380 

3 揚げ物 25,740 -

4 エビ (100g) 21,280 250 
5 塩サバ (1匹) 18,000 750 

6 明太子 (100g) 17,830 400 

7 ササガレイ (100g) 14,040 130 
8 タイ 1 1,0 10α)(匹) 400 ,


9 シジミ (lOOg) 12,320 100
 
10 ハマチ (1盛) 9,650 650
 

ll ウナギ (1盛) 9,500 950
 

12 みかん (L 890 8
lB) ,8 20 

13 ホタテ (半額) 8,800 550 

14 ウオゼ (1匹) 8.250 150 
15 タチウオ (1匹) 8,100 450 

16 みかん (箱) ,0 1301 810 ,5


17 カレイ (5匹) 7,800 600
 

18 チリメン (l00g) 7,500 250
 
19 タイ (=L 750
Jl々 ) .0 500
 

20 ホタテ (1箱) 7.000 1,000


表3 租利絵顔 (上位207イテム)

アイテム 租判捻鰍円 価格 冊 仕入額 冊 ( BLJ %)粗利額 .円 F*(

1 サケ 1 18.5 30 15 2221) 9()
(感) 01 8 7 (2 5 2

2 マグロ (100g) 6,000 450 300 150 33 
3 タイ 1 5600 , 600 0() 0(0(昨) , 1000 402 4 1) 

4 タチウオ 大1 4500 5 200 5 8 5 4( ) , 40 20() 6() 
5 カレイ 5 390 600 27 0 1) 0()(匹) .3 9 22(3 5 6

6 ハマチ 1 370 5 400 5 1) 8(6(感) ,5 60 20(0 3 1) 

7 .= ( 3200 0 50 200(6) 3(9iタテ 半箱) , 55 3 1 61) 

8 ウオゼ 1 312 5 9. 5. 3(6(匹) ,4 10 28 72 81) 

9 塩サバ (1匹) 3.000 750 625 125 17 

10 タイ (片身) 3,000 500 300 200(15) 40(12) 

ll みかん 1削 ,6 20 200 8 2(与 250 8 0 9 

12 柿 (節) ,1 500 0 7 1) 341 220 33 10(9

13 2 2200 500 300 ( 1) 0(0甘エビ (00g) , 2刀(4 4 1) 
14 タラ (匹) , 70 7 255 3 1)1 2200 5 45 7() 7(8

15 イカ (枚) , 20 166 8. 331 2166 5 37 

16 ホタテ (1箱) 2,100 1,000 700 300(4) 30 

17 ケンサキイカ (匹) , 55 31 1) 42 1700 0 6 188(7 3

18 みかん (箱) , 130 , 20(0 11 1500 ,5 1100 5 1) 9 

19 アジ開き (枚) ,1 100 53 47 51 149 6. 3. 3

注:(1) 粕利拍-価格一仕入綿

粗利率-粗利裾÷価格 
(2)( )内は租利額･粗利率の上位20位以内の順位を示す｡21位以下は省略｡ 
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表4 粗利率 

アイテム 租利串 (%)

1 カレイ (1匹) 60 
2 サケ (1鴇) 59 
3 イカ (小1) 56 
4 タチウオ (大1) 56 
5 柿 (1′3箱) 56 
6 カレイ (5匹) 50 
7 アジ (1匹) 44 
8 ミヨウガ (1常) 44 
9 タチウオ (小1) 43 

10 11エビ (200g) 40 
ll タイ (1匹) 40 
12 タイ (片身) 40 

13 粟 (100g) 40 
14 里芋 (1′4箱) 40 

販売簡 ･粗利総領の両面において､マグロとサ

ケ頬が双壁である｡刺身で販売するマグロは､欠

かすことのできない定番商品であり､客寄せ効果

が充分見込める｡マグロに限らず､刺身にはケ

ン ･わさび ･おおばのサービスがつき､セルフで

必要なだけ持ち帰ることができる｡ 100gあたり 

450円で売り､マグロの粗利率は計算上33%とな

るが､皮やあらなどのロス部分があり､そこまで

の粗利は出ない｡

サケ頬は切身とスモークサーモンからなる.お

いしいという評判の切身は､1匹を3.300円で仕

入れ､頭と尻尾で 1盛､あとの身を20感にわけ､ 

1盛に切身を2つのせ販売するO粗利率が高く粗利

総額がNol､A業者の生命線の一つである｡マグ

ロ ･サケ切身ともに人気商品であることは変わら

ないが､より高価格のマグロは､良いものが仕入

れられない場合はほ原価で売 りさば くこともあ

り､粗利率が低 く碇客に重点がかかっている｡サ

ケ頬は切身のほか､スモークサーモンを真空パッ

ク1袋 -1,000円で仕入れ､4等分し300円で販売

する｡保存がきくため粗利率 (17%)が低い (後

掲表7)｡

揚げ物は前述の通りであり､エビ頬はエビと甘

エビがある. 1kg-2,100円で仕入れ､ 100g-

250円で販売する｡発泡スチロールのケースの中

から好きなだけとってもらい､グラム販売する｡

エビチリ･フライなどに使われ欠かせないが､粗

利率 16%､薄利多売の代表品目である｡一方刺身

用の甘エビは1kg-1,500円で仕入れ2008-500

(40%以上)

価格 (円) 仕入単価 (円) 甘l利額 (門) 
150 59,5 90 
380 157 222 
150 66.6 83.3 
450 200 250 
250 110 140 
600 297 302 
380 212 167 
50 28 22 
350 200 150 

500 300 200 
I,000 6(氾 400 
500 300 200 

50 30 20 
250 150 100

円で販売し､粗利率 ･金額ではエビをはるかに上

回る｡

タイは大 ･小を仕入れる.大は刺身 ･焼物 .煮

物のいずれでもよく､発泡スチロール10尾入りで

仕入額が6.000円､1尾 -i.000円､片身 -500円

で販売する｡小は煮物用､ 1尾の仕入 ･販売価格

が各々160円 ･250円､タイは総じて､売上 ･粗

利の両面において着実な成範をあげている｡

やや煩雑にすぎたかもしれないが､主要4魚種

について商品アイテムに即して説明を加えた｡そ

れ以外の魚種を､同様に検討しよう｡ 

1尾売 りのサバ頬は塩サバと生サバがある｡ と

もに粗利率が低いが､時期的にしめサバ用途の多

かったと思われる塩サバの粗利額は上位9位に入

る｡カレイ頬はササガレイとカレイからなり低価

格である｡粗利率が日持ちのする後者 (239())は

低いか､1尾売 りの前者は後述の事情で トップク

ラスにある｡明太子はとくに子供のいる家庭の人

気商品であり､弁当をつくる主婦にも欠かせない｡

刺身販売のホタテ ･ハマイは粗利総額が大きい.

イカ頬は､イカ .イカ (小) .ケンサキイカの 

3種があり､イカは真空パック入り､後2着は丸売

りする｡焼 きそば ･お好み焼 きなどに使うイカ 

(小)は低価格であるが､有数の粗利率をかける｡

刺身用にもなるイカ ･ケンサキイカは粗利率を 

30%台に下げ､大量販売により粗利総額をひき出

そうとしている｡

シジミはみそ汁の具材としで前連客に喜ばれ､

価格は最低ク=)スだが､相当の販売額が見込める.
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粗利率が非常に低いのは､この ときいつもの仕入

品が入手できなかったからである｡

以上､タチウオまでの】1 lyo以上のシ工魚種がL{

了をもつ｡このほか前述 したハマチはアンコウ ･

イワシ ･サンマ ･タラ .メジロとともに ｢魚頬 

(その他 )｣に一括され､干物頬はアジ開きと干 し

イカが含まれる.その他3ウ石以下のンェ了の5魚種

は図7の通 りであるが､ここでやや視角をかえ､

商品の値付け､いいかえれば粗利益 -売上利益を

どのように設定しているかを検討したい｡

移動販売では一般の店舗 とは異なり､価格を固

定する必要がな く､場所により変えられるが､巌

初の地点における販売状況 と値付けが塵嬰であ

る｡スーパーと異なり客数が少な く､とくに新規

開拓の場合は 1人目･2人目の客をつかみ､その口

コミ-評判により客層の輪を拡げ､常連客 ･なじ

み客を増やしてい く｡後述するようにA業者は明

らかに好成縦をあげている｡

一般に鮮魚専門小売商丁の多くは ｢品 目により

異なるマージン｣を設定し (707%-410件のう

ち310件Hl)､そのとき考慮するポイン ト (復数回 

答)は釆記入が多いが､表 5のようになる｡移動

販売では移動中の加工には制約があり､また加工

品は少な く大部分が鮮魚である｡旬のものとして

はホクテ ･サンマが該当するが､ホグテの粗利率

がやや高い程度にととまる｡低価格のサンマは大

変な人気商品ですく･に売 り切れたけれども､仕入

品をふやすと他魚種の売上品がへ り販売金簡がさ

がるので､低マージンのままで目玉商品 として客

引きの役 Elを果たさせている｡そうすると妻らと

の対照では､仕入単価の彩管力が堤も注 目されよ

う｡

さて粗利率 (表 4)の 上位に並ぶカレイ･タチ

ウオ ･イカ (小)はいずれも ｢髄物｣であるとい

う｡例えばタチウオは､腹が切れているが食べる

には支障がない｡卸売市場の残 り物を安価に仕入

れ､なじみ客に対する対面販売の強みを活かし高

利益を生み出している｡柿はたまたま安 く仕入れ

られたが､高マージンの野菜 .果物が銘つかあるo

サケを筆頭に､ 計エビ ･タイも､表 5の大勢 とは

異な V)､むしろ仕入れ単価の高いほどマージン率

が高いア イテムに属する｡表 5と一致するのは イ

表5 異なるマージン率を設定するときの考慮点

自店での手間のかけ度合 

仕入jji価の水准 

仕入時の加工度合 

旬や地物 

件数 

191 
160 
91 
87 

%

43.1

36.1

20.5
19.6

その他末記入 51141 3341..8 

1
2
3
4
5

6
7
8

9

マ-ジン率 (高 .低)の件数

手間をかけるほど

単価の高いほど

加工度の低い(鮮魚)ほど

通常商品より(旬.地物)

/ 

高い113 低い4

高い21 低い88

高い11 低い33
高い39 低い17

/

出所:r 鮮魚) tt食品専門小売店 ( の英態調査報告 Lj
財･食品流通梢追放g'促進機構､2003r･ による

表6 粗利額の高い7イテム

ア イテ ム 租判額 (円) 販売衝 (円) 仕入額 (円)

イクラ (1箱) 
タイ (大1匹) 

イクラ (1/2) 
ホタテ (1箱) 

タラ (1匹) 

アンコウ (半身) 

タイ (中1匹) 

タチウオ (大1) 

生サバ (1匹) 

600 25OO ,, 1900 
400 1000, 600 
300 120 5,5 90 
300 100 700.0
275 750 475 
25 1000 50 , 70 
250 850 600 
250 450 200 
0 , 125 1350 ,100 

衷9･10･11も同様

粗利率 (%) 
24 
40 
24 
30 
37 
25 
29 
56 
19 
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表7 粗利率の低いアイテム (20%以下)

ア イテム 乱刺串 (%) 販売額 (円 ) 粗利額 (円 ) 
1 ゆずボン (1本) 1 550 4 

2 タコ (100g) 8 650 50 
3

4

パン 

ほうれん草 

(1斤) 

(1束) 

8 
9 

250 
100 

20 
9 

5 ウナギ (1盛) ll 950 100 
6 リンゴ (1個) ll 180 20 
7 サンマ (1匹) 12 50 6 

8 シジミ (100g) 13 100 13.3 
9 バナナ (1袋) 13 200 25 
10 輿 (1個) 13 150 20 

ll 明太子 (100g) 15 400 60 
12 カニ (250g) 15 500 75 
13 エビ (100g) 16 250 40 
14 塩サバ (1匹) 17 750 125 
15 スモ-クサーモン (1′4) 17 300 50 
16 湯薬 (lP) 17 180 30 

17 チリメン (100g) 17 250 44.1 
18 生サバ (1匹) 19 1,350 250 
19 蜜柑 (1箱) 19 1,350 250 

(注)0%の似げ物､シュークリームを除く｡

クラ ･アンコウ ･生サバあたりか (表6)｡粗利率 しかし販売が特定 日に限られるため､販売場所

の低いアイテムには果物 ･野菜 .その他が目白押 への周回の時間のズレが機会損失を招き､販売効

しにならぷが (表7)､低価格が支配的､ふりかけ 率の低下に結びつ く.新規開拓に関しても固定店

や放物感覚で購入されるチ リメソに人気がある｡ 舗よりも長期を要するデメリットがあり､スーパ

低マージン率の高価格アイテムは前述 した生サバ ーマーケットの増加や販売場所の住人の苦情など

以外では､ウナギく･らいにとどまる.J)0 による外的繁閑が､商圏の減少をもたらすことも

ある｡ 

4.おわりに A業者は固定店舗に近い滞在型 (ルー ト1)､

急速に高齢化社会を迎えている今日､鮮魚移動 点在する顧客への販売 と新規開拓を目的にした移

販売が､60才以上の女性を中心 とする利用者に高 動型 (ルー トⅢ)､両者を併用 した中間型 (ルー

い評価をえていることは注 目に値する｡旧来の ト∬)a)3形態を組みあわせるo蓑8にルー トこと

｢古典的｣な行商 とは異な り､移動販売が現代的 に販売結果をまとめた｡3日間の売上合計額 45万

意義を秘めていることを指摘 しておきたい｡以下､ 円をひきのはす と1週間 -90万円､1ヶ月 -360

販売分析を鮮魚専門小売商 と対比 して概括 し､結 万円､1年 -4,320万円､単純計算ではあるが､

びにかえたい｡ 前回した全国調査による鮮魚専門小売商の売上額

鮮魚移動販売では顧客に飽 きさせない品揃えが 分布が (サンプル数433)､1,000-2,000万円 -

必要である｡A業者では､販売場所ごとの消牡架 14.0%､2,001-3,000万円 -15.3%､3,001-

嬰､価格特性にあわせて仕入れの種類や丑を変え､ 4,000万 円 -ll.3%､4,001-5,000万円-

鮮魚矧 こ野菜やiR･物を加え､豊富な品揃えでバラ 104%､5,000万円以上 -40.4(粕である結果と対

ンスのとれた構成になっている.また観客への節 比させれば､好成節であると評価できよう｡ とり

樋的かつ機動的なアプローチが可能であ り､販売 わけ従事者 1人 (サンプル数 26)では 1,000万円

不振箇所での営業の見切 りがつけやすい点に特徴 未満が12をしめ､4,000-5,000万円 -1を除き､

がある｡ 他はすべて3,000万円未満､ トップクラスの優良
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図8 販売場所別1人平均購入額 (客単価)
注 ( )内は販売客数
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チ-ンヨンが重要な課題となるのである｡ も関わらずルー トⅠ･∬は明瞭に上位に属する｡

客鱒価は配達川 を除 く11ヶ所の うち7ヶ所が 衷9の 181人以上には従業員 10人以上の､単一店

､5


a)ほか5ヶ所が2


00円-2
5,
00円の範囲にあV)､京田辺尼 ナ地 舗ではな く支店をもつ大規模経営が中心を占め､

､000 ( 801 それを除けば従事者 1人のA業者の鵜客力は高 く､円を超える 区J) 人当り

売上利益が意外に接近し (図9)､乗客数の多少が

()2.


/3
上位 L に位旺付けられよう｡言い換えれば移動

売上頒 ･売上利益衝を左右することがわかるl■｡ 販売の勝動力を活かし､常連客を確実にとらえ､

音数を全国データとつきあわせると､ルー トⅢが 経営成果をあげていると評価できる｡

最後に客単価を対比させると､全国では 1 0
やや下位にあるとはいえ､移動販売という条件に

1



鮮魚移動販売q)実態分析 65

円未満が46.1%を占めるのに対して､すべての販 力はむしろ高いが､｢帝利多売｣というよりも､

売場所がそれを上回り､全般に高値である(表 10)｡ 客単価が高くなるのは当然であろう｡A業者の客

客単価と売上高との相関はなかなか複雑であり､ 層は､大都市近郊の高齢者であり､つまり高所得

例えば 1倍円以上の売上高をもつE)件は､客 -. 階層と想定される客層が高単価を支えているので=8 iii価 

2.401円以上と､1.200-1.600円を中心とする あるO表 11から客酸価 ･売上高がともに高い .低

その両端との二つのピ-クをもつ (秦l A業 い経営の二塩化傾向を主軸とし､もう一方に比較l )0 

者の年間売上高は4,0万円台と想定されるので 的低価格 (,0 .00円前後)a-客単価によ00 120-16 )

5､000万円未満を横に見ると､客軒価2､000円以 り高い売上高をあげている副軸をもつ分布内容が

上はごく少ない｡移動販売である11上､客数には 読み取れるように思われるが､A業者は前者に位

どうしても限界があり､前述の通りA共著の集客 置付けることができようo

表10 客単価 (平日)の比較

件数 
全 国 

%
A業者の販売場所

1～- 円円,, 円円 19699 22ー... 其弓台 (Ⅲ) . m) 也)--1142 7 5166111 枚方3枚方2( 家具団地 (8600000000 24 92


,0 7 9 氷室 (Ⅱ)
-200円 5 12. 枚方.

～240 6 . 京田辺 (I),0円 14 田辺団地川 ) 

2,0円～ 440 993 m) 川) D) a)41 1 .. 江守石屋 ( 枚方 ( 居酒屋 (l田辺工場前 (未記入 0 

表11 客単価と売上高との相関 (件数)

客単価(ド.1)売上高(nLJ) ～800 -1,200 -1,600 -2,000 -2,400 2,401- 計

～1,000 12 11 6 4 0 3 36

～2,000 12 25 16 4 0 3 60

～3,000 10 21 17 14 0 4 66 
-4,000 8 17 14 7 1 3 50

～5,000 10 13 10 4 1 5 43

～6,000 4 3 7 3 1 2 20 

-7,000 3 5 4 3 0 0 15

～10,000 11 15 5 4 0 3 38 

10,001- 4 12 14 11 2 15 58 
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注 

(1)車を使った移動販売が近年急増している｡実

用 LLrであるが､野沢一馬 『[屋台]商売

の始め方 ･儲け方』 (はる出版 2004)から興

味深い一端をうかがうことができ参考にな

る｡ 

(2)たとえは､亀田和彦 ｢店舗展開手法の援用と

水産物末端流通｣ (地域漁業学会編 『漁業考

現学 21世紀へC)発信』 (段林統計院会 

1998)0 

(3)食文化とデザ イン性という観点から､柴崎幸

次 ｢『棒手振 りJなどの行商に関する調査 と

そのチゲイン性についての考察｣(『愛知県立

芸術大学紀要』32巻2002)があり､そこで

は乳母車 (愛知県常滑市)､手押 し車 (和歌

山県凶辺市)､自転車 (香川県高松市)等に

よる､高齢者 (70-80歳)の行商が分析さ

れている｡ 

(4)本稿は尾崎裕 ヒ｢鮮魚移動販売の実態分析｣ 

(平成 15年度 ･近畿大学IEt学部卒業論文)を

ベースに､小野が全面的に改稿したO実態調

査はすべて尾崎の手になり､文託は小野にあ

る｡ 

(5)魚介頬に限らず食品移動販売 (食肉 ･乳輪 ･

食品等)には保健所に食品営業許可を申請し､

営業設備 (自動車等)の図面を提出し許可を

受けなければならない.また ｢食品衛生丘住

着｣の幣格を取得する必費がある｡ 

(6)ルー ト1の京都府京田辺市は全人口59,577

人､年少人口8,197人､老齢人口7,675人で

ある｡ルー トt_l･皿の奈良県生駒市 ･大阪肘

枚方市は同様に､各々112盲830人 ･17.023

人 115.160人､402.563人 ･60.478人 ･ 

49.727人である｡3市ともに､海に隣楼して

おらず距離がある｡ 

(7)ここで依拠する 『食品専門小売店 (軌的)の

実態調査報告 .上r･』は､全国水産物商業協同組

合連合会の協力をえて､傘下メンバーを対象

に全国 15区域 (寵京2地域､札幌 ･函館 ･仙

台 ･横浜 ･大阪 ･北九州 ･福岡 ･福島 ･広

島 ･高知 ･大分の 11市､富山県 ･石川県)で

行ったアンケー ト調査 (発送数511､媒計数 

44 ､回収率8 .(J 03年3月3 67X､回収締切り20

18日)を整理 ･壌計した.鮮魚専門小売商の

経営実態を知 V)うるほとんど唯一の斑重な成

巣である｡

従業員規模が 1人 (経営者または店舗㌍任

者のみ) -32､2人-139､3-4人-159､5 

-9人 -76､10人以上 -33､未記入 -4､年

齢が30歳未満 -1､30代 -14､40代 -63､ 

50代 -157､60代以上 -208､後継者が有

り-143､無し-227､不明 -60､末記入 -

7､という分布である.以下､『報告苫』のデ

ー タをもとに対比 ･分析をすすめていくが､

煩雑なので該当頁をいちいち注記しない｡ 

(8)それ以外では､｢仕入値を元に一･掛 こマージ

ソ｣ -192(o( 件) 成合店C価格を考y 85 ､｢ )

慮｣-61% (27件)が続き､その他と末記

入- t)( 件)である｡47X 21

(9)水産物を中心とする食料品には決まった値段

がない､お客が満足してくれる値段と品質が

その商品の値段だ､という考えにA業者はた

っている｡例えば仕入価格が 1,000円であっ

たとしても､品質が価格に合わないと判断す

れば､損失覚悟で価格を設定するという｡固

定店舗を持たない移動販売においてほ､対面

販売がすべてであり､顧客の信頼を牡得する

姿勢の僻み重ねが塵要である｡ 

(LO)配達は注文販売であり､購入歳が多い (塩サ

バ10匹 ･みかん1箱 ･柿1箱で9,350円が一

例)｡ 

(ll)居酒屋は酒店の業務仕入が含まれ､田辺工場

前は江守石屋とともに､到着と同時に常連客

が来てくれるという｡
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参考 1 アンケー ト 

Ql この魚屋では家で食べる魚の量のどれくらいを買いますか? 

%未満 半分くらい 割くらい ほぼ全部82.512.

(家庭で食べる魚の魚屋での依打率) 

4.-37. 

Q2 家からここまでの距離はどれくらいですか? 

分くらいまで11. 0

分以上､または車などの交通 T･･段で遠くから凍る 

25. 3 1分まで 分まで.

014.

5Q3 この魚屋に来る理由として当てはまるものを｢｣に

あてはまらないものに｢1｣を五段階評価でマルをつけてください｡

近いから 

こ)


5

)こ

5

1 2 3

安いから 

1 2 3

4

4

4


鮮度が良い･おいしいから 

1 2 3

なじみであるから 

1 2 3

魚を思ったとおりに加工してくれるから 

4

4

4


こ)

)こ

5 

1 2 3

サービスがいいから 

1 2 3

品揃えがいいから 

1 2 3 4


14.

Q4 あなたの年齢を教えてください 

歳以上 

Q5 その他なにか魚屋に関して思うことがあれば書いてください 

0歳まで 06-024. 歳まで 036.
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参考2 売上記鐸 (2003年10月7日～9日)

1.水作物

品目 
アジ 

アジの聞き 

一才エビ 
アンコウ 

イカ 

A-JJ';,軌 円)仕入額(円)私利軌 円 アイテム

380 212.5 167.5 1匹 

100 65.4 34.6 1枚 

500 300.0 200.0 200グラム 

1000 750.0 250,0 半身 

250 166.7 83.3 1枚 

販Ji:.歎 収蔵桂瀬冊 私利凍軌rq!8L利串

8 3040 1340.0 44%
41 4100 1418.6 35%
ll 5500 2200.0 40%
2 2000 500.0 25%
26 6500 2165.8 33%

イカ(小 ) 150
100 

66.7
66.7 

83.3
33.3 

1匹 
1匹 

7
23 

1050
2300 

583.1 56%
765.9 33%

イクラ 

イワシ 

ウオゼ 

ウナギ 

エビ 
カニ 

1255500 
2500 
170 
150 
950 
250 
500 

389500..00 
1900_0 
120.0 
92.9 
850.0 
210.0 
425.0 

17 53000..00 2分分のの 11 
600.0 1節 
50.0 1袋 

57.1 1匹 

100.0 1盛 

40.0 100クうム 

75.0 250クうム 

82 
0 
19 
55 
10 
27 
12 

44250000 
0 

3230 
8250 
9500 
21280 
6000 

13 3166000..00 24%% 
0.0 24%

950.0 29%
3140.5 38%
1000.0 11%
1080.0 16%
900.0 15%

カレイ 

ケンサキイカ 

サケ 

サザガレイ 

サンマ 

塩サバ 

ン′ン'ミ 

チリメン 

スモークサーモン 

150
600 
550 
380 
130 
50 
750 
100 
250 
300 

59.5
297.6 
361.1 
157.1 
100.0 
44.0 
625.0 
86.7 
205.9 
250.0 

90.5 1匹
302.4 5匹 

188.9 2Pt; 

222.9 1盛 

30.0 100グラム 

6.0 1匹 

125.0 1匹 

13.3 100グラム 

44ー1 100クうム 

50.0 4分の 1 

9
13 
9 
81 
12 
22 
24 
32 
30 
22 

1350 814.5 60%
7800 3931.2 50%
4950 1700.1 34%
30780 18054.9 59%
14040 360.0 23%
1100 132ー0 12%
18000 3000.0 17%
12320 425.6 13%
7500 1323.0 18%
6600 1100.0 17%

タイ 

タイ(小 ) 

タコ 

1500000 
850 
250 
650 

6 _30000.00 
600.0 
160ー0 
600.0 

4 ー 1匹20000.00 片身 

250.0 1匹 

90.0 1匹 

50.0 100グラム 

4115 
2 
9 
10 

147500000 
1700 
1800 
6500 

56300000..00 4400%% 
500.0 29%
810.0 36%
500.0 8%

タチウオ 

タラ 

生サバ 

干しイカ 

ハマチ 

450
350 
750 
1350 
390 
650 

200.0
200.0 
475.0 
1100.0 
300.0 
400.0 

250.0 lrTt;
150.0 1匹 

275.0 1匹 

250.0 1匹 

90.0 100グラム 

250.0 1盛 

18
7 
8 
5 
3 
15 

8100
2450 
6000 
6750 
1170 
9650 

4500.0 56%
1050.0 43%
2200.0 37%
1250.0 19%
270.0 23%
3750.0 38%

ホタテ 

マグロ 

丸干し 

550 
1000 
450 
450 

350_0 
700.0 
300.0 
360.0 

200.0 半箱 
300.0 1箱 
150.0 100グラム 

90.0 100グラム 

16 
7 
40 
14 

8800 
7000 
52470 
6300 

3200.0 
2100.0 
6000_0 
1260.0 

36% 
30%
33%
20%

メジロ 

明太子 

500 
380 
400 

375.0 
300.0 
340.0 

125.0 1盛 (刺身) 
80_0鍋 (卿つ身) 
60.0 100グラム 

8 
9 
21 

4000 
3420 
8400 

1000.0 
720.0 
1260.0 

25% 
21%
15% 
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2.果物･野菜･その他

品目 版J )仕入額( 円J アイテム 販売数 ,'i 租判鮒 P:粗利率R軌 円: 円l粗利額一 J捷軌RJ ]版L t.

柿 250 1100 1400 3分の1 2 1000 2800 56%
500 33. 170

.
0 箱 3 500 10,

.
40

.
0 . 1 1 6 22 0 3%

梨 10 3. 2. 1 3 5 600 35 100 00 個 4 100 8. 1%

バナナ 230 1750 550 1袋 10 2300 5500 24% 
200 15

.
0 5

.
0 娘 9 3 22. 13%7. 2. 1 600 0 

蜜柑 20 . 8. 1 3 88 26. 9
5
.

8 2000 00 位 2 90 500 2%

蜜柑2 500 _ 133 4個 9 400 1 0 27%3667 3 0 5 200
130 _ 20

.
0 箱 6 8 1 . 1%5 11000 5. 1 100 500

.
0 9

蜜柑3 30 . 8. 1 4 50 2. 2%8 3000 00 災 12 300 1
林檎 10 6. 2. 1個 9 40 8. 118 100 00 _ 1 32 300 %
栄 5 3. 2. グラム 7 3000 4. 4%0 00 00 100 100 0

根豆 300 300 00 - 3 900 00 0%. .
南瓜 100 100 00 - 4 00 . 0. 4 00 %

胡瓜 100 33 267 本 8 800 47. 77. . 5 2 2 7 6 2%
さつまいも 20 8. 6. 4 5 20 1. 55 175 25 分の1 15 325 2%

里芋 20 5. 1000 分の1 2 3000 1 ー 4%5 100 . 4 1 2000 0
サンドマメ 7 100 00 100 2 3 8000 2410 3. 4. グラム 0 400 ー %

ねぎ 5 3. 2. 1 1 700 8. 4%0 00 00 束 4 200 0
ひのな 100 . 333 k' 7 700 . 33667 . 1L 2331 %

ほうれん草 100 10 . 1 3 3 290 %9. 90 東 1 100 7. 9
みようが 5 2. 220 棄 3 10 . 440 80 . 1 5 660 %
うどん 100 50 50 袋 2 200 00 2%7. 2. 1 5. 5


シユ-グ)-ム 0 00 . 1 Iク 2 10 . 0%
8 8. 00 パ ./ 6 00 
豆腐 5 4. 1. l 2 15 200 2%0 00 00 T 9 40 9. 0

8 100 00 パック 16 200渦柴 10 5. 3. 1 9 20 7. 17%
ゆずボン 55 560 . 1 5 70 00 1%0 4. 40 本 25 2.

ll･. 濫古の稽軌販ノにh-fL､-1A 亡 liH ほ崎捕 tが作成したo 




